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当事業年度における業績の概要
　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大の影響が長期化するなか、新型コロナウイルス
感染症のワクチン接種が本格的に進み、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催や10月1日の緊急事態宣言解除の効果
もあり、経済活動の持ち直しの動きは見られたものの、新たな変異株の出現によるまん延防止等重点措置の実施等、断続的な人流抑制の
影響を受け、依然として先行き不透明な厳しい状況で推移いたしました。
　このような経済環境のなか、当社グループにおいては、お客様や従業員の安全を最優先に考え、新型コロナウイルス感染症拡大防止に
最大限留意しながら、将来のモビリティのサービス化（MaaS）やAIの活用、自動運転分野の更なる発展による事業構造の大きな変化の
流れに対応して行くため、3ヶ年中期経営計画「中期経営計画2021」の第3期目を推進いたしました。
　当連結会計年度の連結業績は、主要事業である旅客自動車運送事業において、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外出自粛やテレ
ワークの浸透等で減少していた売上高は、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置による人流抑制の影響を受け、不安定な状況が続いたた
め、大幅な回復にまでは至らず、売上高は15,271百万円（前期比32.4％増）、営業損失は1,234百万円（前期は営業損失3,544百万円）、
経常損失は27百万円（前期は経常損失2,088百万円）、親会社株主に帰属する当期純利益は1,824百万円（前期は親会社株主に帰属する
当期純損失1,721百万円）となりました。
今後の経営方針
　新型コロナウイルス感染症による経営上の影響が残るなか、地政学的リスクが世界中で高まっており、急激な為替変動、石油や食品を
はじめとする物価上昇等が、経営環境を先行き不透明なものにしていくことが予想されます。
　このような状況のもと、当社グループは、With/Afterコロナの社会における再成長に向けた基盤づくりのため、3ヶ年の「中期経営計
画2024」を策定し、取り組むべき4つのテーマを掲げました。

①安心・安全・おもてなしの更なる向上
②With/Afterコロナにおいても利益を出せる体質づくり
③新規ニーズの獲得と周辺事業の強化
④経営基盤の強化とサステナブルな社会・交通インフラづくりへの貢献

　2022年度は、「中期経営計画2024」の第1期目となります。これからも、お客様と従業員の安全を最優先に考えながら、上記のテー
マに沿って様々な施策を行い、人・地域社会・モビリティの「新しい調和」をつくる先進企業グループを目指してまいります。
　株主のみなさまには、一層のご支援を賜ります様にお願い申し上げます。

2022年6月吉日

　株主のみなさまにおかれましては、平素より温かいご支援を賜り、心より
御礼申し上げます。
　当社第115期株主通信をお届けするにあたり、ご挨拶申し上げます。

より詳しい財務情報は当社IRサイトをご覧ください。　 アドレスはこちら   https://www.daiwaj.com/ir/

代表取締役社長 大塚 一基
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経常利益又は経常損失（△） 親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）

連結財務ハイライト Financial Highlight

Top Message



見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

　当社ホームページでは、企業情報や財務情報をはじめとして、便利なサー
ビスなど、当社をよりご理解いただける内容を掲載しております。IR活動に
おける各種資料掲載、最新ニュースなど、様々な情報をご提供しております
のでぜひご覧ください。

コーポレートサイト

■会社概要（2022年3月31日現在） ■株式の状況（2022年3月31日現在）

商号 大和自動車交通株式会社

創業 1939年9月13日

設立 1945年1月1日

資本金 525,000,000円

主な事業内容 当社グループの主な事業内容は以下のとおりです。
①旅客自動車運送事業：ハイヤー事業、タクシー事業
②不動産事業：不動産売買・賃貸・仲介事業
③販売事業：燃料販売、資材販売、金属製品販売事業
④サービス・メンテナンス事業：清掃・メンテナンス事業

従業員数 2,983名（連結）

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
配当金受領株主確定日 期末配当　3月31日

中間配当　9月30日
定 時 株 主 総 会 6月中
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1－1
電話　0120－232－711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告

公告掲載アドレス　https://www.daiwaj.com/
（ただし、電子公告によることが出来ない事故その他やむを得
ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

発行可能株式総数……………………………… 20,000,000株
発行済株式の総数………………………………… 5,250,000株
株主数…………………………………………………… 1,117名
大株主（上位10名）
株 主 名 持株数（千株） 持株比率（％）
新 倉 文 明 423 9.55
東 都 自 動 車 株 式 会 社 379 8.57
太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社 375 8.47
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 275 6.21
吉 田 　 満 266 6.01
株 式 会 社 白 亜 178 4.02
安 田 　 一 150 3.39
大 和 自 動 車 交 通 社 員 持 株 会 140 3.18
新 　 倉 　 眞 由 美 140 3.17
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（役員報酬BIP信託口） 135 3.05

（注）  持株比率は自己株式（822千株）を控除して計算しております。なお、役員報酬BIP
信託が保有する当社株式（135千株）は、自己株式に含めず計算しております。

https://www.daiwaj.com/

当社では、株主のみなさまの声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主のみなさまの声を
お聞かせください

株主さま向け
アンケート

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（図書カード500円）を進呈させていただきます ●アンケート実施期間は、本書がお手元に
　到着してから約2ヶ月間です

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・以下の方法でもアンケートにアクセスできます・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

スマートフォンから

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード

いいかぶ 検索検索

kabu@wjm.jp

QRコードは株式会社デンソーウェーブの
登録商標です。

検索窓から
カメラ機能でQRコード読み取り→　　　 ↑こちらへ空メールを送信

のトーケンア。入記無は」文本「」名件「
URLが直ちに自動返信されます。

9082

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は５分程度です。

本アンケートは、株式会社リンクコーポレイトコミュニケーションズの提供する
「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。  https://www.link-cc.co.jp

アンケートのお問い合わせ
「e-株主リサーチ事務局」
MAIL：info@e-kabunushi.com

（2201）
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